
LIFULL「中古住宅調査」のポイント 

 

●リフォームやリノベーションを実施したか 

 最も多かったのは「中古住宅を買って、リフォームを行った」（36.4％）。リフォームに比

べて、リノベーションはまだ少なく、「中古住宅を買って、リノベーションを行った」は 8.1％、

「リノベーション済み物件を購入した」は 9.0％で、いずれもリフォームの割合を下回って

いる。２番目に多かったのは、中古住宅を購入したのみで「特に何もしなかった」。 

 

リフォームやリノベーションはしたか【単一回答】（n=420） 

 

●ホームインスペクション（住宅診断）を依頼したか 

 中古住宅を購入した 420 人中、「依頼した」は約１割で少数派。「検討したが、結局依頼

しなかった」も 14.5％いた。 



 

ホームインスペクションを依頼したか【単一回答】（n=420） 

 

●築年数別「ホームインスペクションの依頼状況」 

 ホームインスペクションが多いのは、古そうな家、設備が壊れている家などと思われが

ちだが、実は逆。最も多かったのは「築５年未満の物件を購入」で、27.0％が「依頼した」。

次いで、「築５年以上 10 年未満の物件を購入」が 14.1％と多く、築年数の浅い物件の方が

診断を受ける割合が多かった。 

 

築年数別に見た、ホームインスペクションの依頼状況【単一回答】 

 

●リフォーム・リノ実施状況別「ホームインスペクション依頼状況」 

 中古住宅を買ってリノベーション・リフォームをした人が、リフォーム・リノベーショ

ン済み物件を購入した人よりも多い傾向が見られた。この結果から、ホームインスペクシ

ョンを通して、どこを見直すべきかを判断しているとも見られる。 



 

リフォーム・リノベーション実施状況別に見た、ホームインスペクションの依頼状況【単

一回答】 

 

●インスペクションの依頼有無別「売り出し価格に対する値引き状況」 

 今回の調査で明らかになったのは、ホームインスペクション依頼者の方が、売主や不動

産会社へ物件の「値引き交渉をした」割合が多い（69.8％）というという結果。しかも、ホ

ームインスペクション依頼者は、物件の売り出し価格よりも「大幅に安く購入できた」が

多かった。 

 



 

ホームインスペクションの依頼有無別に見た、売主や仲介会社への値引き交渉【単一回答】 

 

インスペクションの依頼有無別「売り出し価格に対する値引き状況」【単一回答】 

 

●インスペクションの依頼有無別に見た、値引き交渉の方法 

 ホームインスペクション依頼者は、「家の欠陥や不具合を指摘して値引きを依頼した」が

50.0％で最多。一方で検討も依頼もしなかった人は「特に理由は伝えなかった」が 33.7％

で、全体に比べて多い傾向にある。このことから具体的な課題を明確に指摘したことによ

って、売主にとっても納得できる取引となったのではないか。 



 

インスペクションの依頼有無別に見た、値引き交渉の方法【単一回答】 

 

●新築住宅と比べた中古住宅のメリット【複数回答可】 

 １位は「安く購入することができる」（59.3％）。価格面でのメリットが一際強く、６割近

くを占めた。２位は「実際に物件を見ることができる」（33.1％）、３位は「自分に合ったタ

イミングで住むことができる」（24.8％）となった。 

 

 

●新築に比べた中古住宅のデメリット【複数回答可】 

 １位は「住宅設備が老朽化している」（57.4％）。続いて「見た目が劣化している」（36.4％）

で、日々使う設備の不具合が見た目以上に気になるという結果に。３位は「耐震性が不安

である」（26.7％）。 



 

 

●中古住宅の購入検討前に知らなかったこと【複数回答可】 

 

 

●中古住宅を購入して後悔していること【複数回答可】 



 

 

●購入した中古住宅に満足しているか 

 

購入した中古住宅に満足しているか【単一回答】（n=420） 

以上 


